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労 働 災 害 発 生 状 況 

◆休業４日以上の労働災害発生状況（滋賀県） 
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※新型コロナウイルス感染症へのり

患による労働災害を除いたもの。

平成 令和 

全産業でのワーストは

昭和 52 年 3373 件 

建設業でのワースト

は昭和 37 年 1503 件 

全 産 業 

建 設 業 

昭和 

労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
（
人
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労 働 災 害 発 生 状 況 

◆死亡災害発生状況（滋賀県） 
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平成 令和 

滋賀県での建設業は 

３年連続で増加 

建 設 業 

全 産 業 

労
働
災
害
に
お
け
る
死
亡
者
数
（
人
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昭和 
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労 働 災 害 発 生 状 況 

◆建設業における休業４日以上の労働災害の推移 
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※新型コロナウイルス感染症の

り患による労働災害を除いたもの。

平成 令和 
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労 働 災 害 発 生 状 況 

◆死傷災害年千人率の推移（建設業） 
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全国は３年連続減少 
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※新型コロナウイルス感染症の 

り患による労働災害を除いたもの。 
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事 故 の 型 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

◆死傷災害の事故型別分析（全国、建設業）令和６年 

 

墜落・転落

4,351 

31.4%

転倒

1,658 

12.0%

はさまれ・巻き込まれ

1,563 

11.3%

切れ・こすれ

1,201 

8.7%

飛来・落下

1,139 

8.2%

動作の反動・無理な動作

951 

6.9%

激突

657 

4.7%

交通事故

454 

3.3%

その他

1,875 

13.5%

令和６年 

死傷災害 

13,849 人 

※新型コロナウイルス感染症の 

り患による労働災害を除いたもの。 
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事 故 の 型 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

◆死傷災害の事故型別分析（滋賀県内、建設業）令和６年 

 

墜落・転落

32人

24.8%

転倒

23人

17.8%

飛来・落下

17人
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11人
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28人
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※新型コロナウイルス感染症の

り患による労働災害を除いたもの。

令和６年 

死傷災害 

129 人 
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起 因 物 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

◆死傷災害の起因物別分析（全国、建設業）令和６年 

 

仮設物・建築物・構築物等

3,857 人

27.9%

用具

1,769 人

12.8%

材料

1,524 人

11.0%

動力運搬機

1,149 人

8.3%

建設機械等

965 人

7.0%

環境等

878 人

6.3%

人力機械工具等

519 人

3.7%

その他

3,188 人

23.0%

※新型コロナウイルス感染症への

り患による労働災害を除いたもの。

令和６年 

死傷災害 

13,849 人 
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起 因 物 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

◆死傷災害の起因物別分析（滋賀県内、建設業）令和６年 

 

仮設物・建築物・構築物等

40

31.0%

用具

17

13.2%
材料

13
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環境等

10

7.8%
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9
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9
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その他

31

24.0%

※新型コロナウイルス感染症の

り患による労働災害を除いたもの。

令和６年 

死傷災害 

129 人 
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過 去 1 0 年 間 の 年 代 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

（全国、建設業） 

 

20歳未満

4,039 

2.6%
20歳代

25,158 

16.4%

30歳代

24,941 

16.3%

40歳代

31,455 

20.5%

50歳代

29,444 

19.2%

60歳以上

38,184 

24.9%

 

平成 27 年～令和 6年 

建設業の死傷災害 

153,211 人 
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過 去 1 0 年 間 の 年 代 別 死 傷 災 害 発 生 状 況 

（滋賀県、建設業） 

 

20歳未満

55

3.9%

20歳代

284

20.3%

30歳代

271

19.4%

40歳代

327

23.4%

50歳代

241

17.2%

60歳以上

220

15.7%

 

平成 27 年～令和 6年 

建設業の死傷災害 

1,343 件 
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労 働 災 害 発 生 状 況 

◆一人親方等の死亡災害発生状況（全国、参考） 
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滋賀県内の一人親方等の
死亡災害発生件数は 
令和 5年：0件 
令和 4年：2件 
令和 3年：1件 
令和 2年：3件 
平成 31 年・令和元年：0件 
平成 30 年：0件 
平成 29 年：2件 
平成 28 年：1件 
 

調査対象としたのは、一人親方
に加え、中事業主等の非労働者
を含むもの 
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令和６年の死亡災害の概要（滋賀県） 

業  種 

（規 模） 

発生月 

時間帯 
事故の型 

被災者の職種 

年代 
発 生 概 要 

鉄骨・鉄筋コンクリ

ート造家屋建築工事

業 

（２名） 

１月 

１３時頃 
墜落・転落 

鉄骨工 

３０代 

工場新築工事の鉄骨建て方作業において、ラフタークレーンで胴縁を取り付けた鉄骨

柱を吊り上げ、被災者が鉄骨柱を梁にボルトで固定するため、鉄骨周りのくさび緊結

式足場と鉄骨アングルを使って鉄骨に上り、幅 17.5 ㎝の梁の上を歩いてボルト固定場

所に向かったところ、5.8ｍ下の地面に墜落したもの。 

道路建設工事業 

（８名） 

３月 

１１時頃 
激突され 

作業者 

６０代 

採石場の整備工事現場において、進入口を作るため立ち木の伐倒作業中、枝集めを行

っていた被災者が倒木の付近で倒れているところを発見された。 

道路建設工事業 

（３名） 

９月 

１３時頃 

はさまれ・

巻き込まれ 

作業者 

６０代 

道路舗装補修工事において、他の作業者がローラーを運転して土砂の転圧を行ってい

たところ、何らかの理由でローラーの走行範囲に立ち入った被災者がローラーに轢か

れたもの。 

道路建設工事業 

（７名） 

１０月 

９時頃 
崩壊、倒壊 

ブロック工 

５０代 

道路建設工事現場において、地山によう壁ブロック（重量約 500 ㎏）を設置する作業

を同僚２名と行っていたところ、よう壁ブロックを支えるサポート材が外れたので、

外れたサポート材を拾いに地山とよう壁の間に立ち入ったときに、よう壁が倒れ、被

災者がよう壁と地山の間に挟まれたもの。 

木造家屋建築工事業 

（２名） 

１２月 

１４時頃 
転倒 

運転手 

５０代 

新築工事現場の基礎工事を請け負った事業場の被災者が、現場で使用したドラグ・シ

ョベルを事業場に持ち帰るため、３ｔトラックの荷台に積み込もうと、トラックの荷

台にドラグ・ショベルのバケットを置き、ドラグ・ショベルの前部を持ち上げた際に、

ドラグ・ショベルがバランスを崩し横転したため、被災者が運転席から投げ出され、

横転したドラグ・ショベルのヘッドガードに胸部を挟まれたもの。 


